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本市エイジフレンドリーシティの取組および

秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画について

１ 秋田市の高齢化の現状と推移予測

本市人口は、２０１０年（平成２２年）に３２３，６００人であったが、２０３０

年（平成４２年）には２０１０年より約６４，０００人減少し、２５９，４８３人に

なる見込みである。

今後は、総人口が減少を続け、年少人口・生産年齢人口が減少するが、高齢者人口

は増加を続け、２０３０年には９５,０２７人と人口の３６.６％になる見込みとなっ

ている。

秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画より抜粋

第１回秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画推進委員会

平成２６年８月２０日
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２ エイジフレンドリーシティとグローバルネットワークについて

エイジフレンドリーシティとは、世界的高齢化・都市化・都市の高齢化に対応するた

め、世界保健機関（ＷＨＯ）によって提唱されたプロジェクトで、「高齢者にやさしい

都市」という意味である。

同プロジェクトは、世界２２か国３３都市で実施した、高齢者に関する聞き取り調査

結果から、高齢者にやさしい都市を実現するために検証が必要なトピックを８つにまと

めた。さらに８つのトピックに関する「高齢者にやさしい都市に不可欠な特徴のチェッ

クリスト」を作成し、各都市が自己診断するためのツールとして示した。

１．屋外スペースと建物

２．交通機関

３．住居

８つのトピック ４．社会参加

５．尊敬と社会的包摂

６．市民参加と雇用

７．コミュニケーションと情報

８．地域社会の支援と保健サービス

ＷＨＯは、エイジフレンドリーシティを推進する都市への支援や都市同士の連携を図る

ことを目的に、２０１０年、エイジフレンドリーシティグローバルネットワークを設立し

た。

ＷＨＯグローバルネットワークサイクル

秋田市は、超高齢社会を見据えた対応として、平成２１年度から「エイジフレンドリ

ーシティ(高齢者にやさしい都市）の実現」を目指し取り組んでいる。平成２３年１２

月、日本国内で初めてＷＨＯグローバルネットワークに参加、平成２５年８月には、秋

４ ５年サイクルでの

継続的な改善

１～２年目 ３～５年目

１ 計画段階

・高齢者が参加するしくみづくり

・エイジフレンドリー度評価の実施

・行動計画づくり

・評価指標の設定

２ 実施段階

・行動計画の実施

・進捗状況のチェック

３ 評価段階

・進捗状況の評価

・成功事例と今後の課題の確認

・WHOへの報告書の提出
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田市エイジフレンドリーシティ行動計画を策定した（同年１２月冊子完成）。

３ これまでのおもな取組と今後の取組予定

(1) これまでの主な取組

Ｈ２１年度(2009年）・庁内関係課所室職員による庁内勉強会の開催

Ｈ２２年度(2010年）・秋田市エイジフレンドリーシティ構想推進協議会の設置

Ｈ２３年度(2011年）・構想推進協議会が「秋田市エイジフレンドリーシティ（高齢者

にやさしい都市）構想に関する提言書」を秋田市長に手交

「提言書で示された市が重点的に取り組むべき課題」

■ 高齢者や高齢社会に関するマイナスイメージの払拭と

プラスイメージの創出

■ バリアフリー化の推進

■ 交通手段の確保

■ 高齢者の孤立防止

・秋田市エイジフレンドリーシティフォーラムを開催

・国際高齢者団体連盟（ＩＦＡ）招聘事業を実施

・ＷＨＯエイジフレンドリーシティグローバルネットワーク参加

Ｈ２４年度(2012年）・第１１回ＩＦＡ高齢化国際会議（開催国：チェコ共和国）に市

長が出席、秋田市の取組を発表

・秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画策定委員会、庁内連

絡会議、作業部会設置

・国際高齢者団体連盟（ＩＦＡ）招聘事業を実施

・秋田市エイジフレンドリーシティフォーラムを開催

・エイジフレンドリーあきた市民の会（市民組織）設立

Ｈ２５年度(2013年）・秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画を策定（８月）

・国際高齢者団体連盟（ＩＦＡ）招聘事業を実施

・平成２４年度補正「総務省ＩＣＴ超高齢社会づくり推進事業」

としてタブレットを活用した実証実験を実施

・秋田市エイジフレンドリーシティフォーラムを開催

Ｈ２６年度(2014年）・エイジフレンドリーシティカレッジリレーセミナー開催（２回

・ 実施）

・エイジフレンドリーシティカレッジワークショップ開催（１回

実施）

(2) 今後の取組予定

ア 行動計画の進捗管理、エイジフレンドリー指標の開発

イ エイジフレンドリーシティの普及啓発
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・エイジフレンドリーシティカレッジの開催（リレーセミナー計３回、ワーク

ショップ計５回予定）

・エイジフレンドリーシティニュースの発行（３回予定）

・出前講座の開催（後期開始予定）

ウ 高齢者の生活支援

・高齢者生活支援情報冊子の発行（１２月発行、30,000部作成予定）

エ 民間企業との連携、支援

・エイジフレンドリーパートナー企業制度の開始

４ 秋田市総合計画「県都『あきた』成長プラン」との関連について

平成２３年度からスタートした秋田市総合計画「県都『あきた』成長プラン」では、

「エイジフレンドリーシティ (高齢者にやさしい都市）の実現」を成長戦略のひとつに

位置づけ、一体的かつ集中的に推進することとしている。

５ 秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画について

(1) 策定趣旨等

ア ＷＨＯグローバルネットワークは、参加都市に行動計画の策定を義務づけている。

イ 行動計画では、エイジフレンドリーシティを実現するための考え方や、取り組む

べき基本的方向を示す。

ウ 「秋田市総合計画」のもと、「秋田市地域福祉計画」および「秋田市高齢者プラ

ン」など各部門ごとの個別計画との整合を図る。

(2) 計画の概要

ア 基本理念

「高齢になっても地域社会で活動、活躍することができ、いきいきと過ごすこと

ができる社会」

イ 計画期間

平成２５年度から平成２８年度までの４年間

ウ 特徴

(ｱ) 行政中心の行動計画と市民中心の行動計画の２部構成

(ｲ) 高齢者をはじめとする市民が計画、実施、検証のあらゆる段階において主体

的に参加

(3) 計画の完成

行動計画は平成２５年８月に策定(１２月冊子完成）し、平成２６年２月、ＷＨＯ

へ報告書（行動計画概要データ等）を提出した。

(4) 計画の推進について

行政中心の行動計画に係る各施策については、それぞれの担当部局において実施



- 5 -

第１回秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画推進委員会

平成２６年８月２０日

資料１

されている。

市民中心の行動計画に係る各事業については、エイジフレンドリーあきた市民の

会が中心となり実施されている。

＊各施策の平成２５年度および２６年度の進捗状況については、第２回推進委員会

において報告する予定としている。

(5) 市民活動団体の組織化

秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画作業部会の参加者を母体に、平成２５

年３月２６日に、「エイジフレンドリーあきた市民の会」が設立された。エイジフレ

ンドリー精神の普及啓発や行動計画に定められた市民中心の計画の具体案の実施を、

会の主な事業として活動している。


